
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ミッション 

 

少子・高齢、人口減少社会が進展する中、「支える側」「受ける側」という一方

通行から互いに支え合いながら活躍できる「地域共生社会」の実現に向けた取り

組みが必要であり、市民誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らしていける「す

べての人のいのちが輝くまち」を目指す。 

 

◎子どもから高齢者まですべての市民一人ひとりが健康に心がけ、元気で暮ら

すための保健予防事業を展開する。 

 

◎複雑化かつ深刻化する地域福祉課題に対し、支援が必要な市民を地域全体で

支える福祉環境を整備する。 

 

◎高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域づくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【政策３】健康・福祉 

◆目標 

一人ひとりが健康に心がけ、みんなで支え合うまち 

所管：保健福祉部 



小諸市第 11次基本計画（第２部：基本計画 第４章：政策） 

 

 

 

 

◆方 針 

◎子どもから高齢者まですべての市民一人ひとりが健康に心がけ、元気で暮ら

すための保健予防事業を展開する。 

 関係機関や地域と連携し、安心して子育てができるよう妊娠から出産、子育て

まで切れ目のない支援を行う。 

 適度な運動習慣を身につける健康ウォーキングや、生活習慣病を予防するた

めの各種健診（検診）事業を推進するなど、市民が楽しんで健康づくりに取り組

めるように生涯を通じた健康づくりの機会や場を提供する。 

 市民意識調査によると、医療に対する項目は市民評価が高いため、今後も維

持・発展させていくとともに、新型感染症等の拡大を防ぎ、地域医療体制を堅持

する。 

 

 

◎複雑化かつ深刻化する地域福祉課題に対し、支援が必要な市民を地域全体で

支える福祉環境を整備する。 

 誰もが地域の中で自分らしく生活していけるよう「お互いさま」の心で支え合

う仕組みをつくり、市民、行政、関係機関等が連携し、様々な地域福祉課題の解

決を図っていく。また、新型コロナウイルス感染症の影響により生活困窮者の増

加が想定される中で、きめ細やかな対応と社会的自立のための支援体制の充実

に努める。 

 障がい者やその家族が安心して健康に地域社会で暮らせるように、保健・医療

関係機関、サービス提供事業所との連携強化と福祉サービスの充実を図る。 

 

 

◎高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域づくりを推進する。  

 高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が継続できるように、医療、介護、生

活支援、介護予防の充実と、在宅医療・介護の連携強化を図る。また、新型コロ

ナウイルス感染症により、外出や人との交流の機会が減少し心身の機能が低下

する「フレイル」（虚弱）の恐れがあることから、予防のための取り組みを行い、

健康寿命を延伸させる。 

 

 

 


